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発行 旭川医科大学教務部学生課

(題字は初代学長 山田守英氏)
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卒業生の動向(医 学科)

卒業生の動向(看 護学科)

「東医体夏季競技を終えて」…

学生等のセクシュアル ・

ハラスメント相談員

オレオレ詐欺や架空請求にご注意

日本学生陸上競技対校選手権人会

全 日本大学かるた選手権大会 準優勝

「医大祭を終えて」 松崎 伸幸・・

民谷健太郎・・
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節電に御協力をお願いします

授業料滞納による除籍について

課外活動用の洗濯機及び乾燥機が

設置されました

防災訓練を実施しました

学生体育大会開催される
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夜道の ・人歩きは危険!!

第51回北海道地区大学体育大会

第47回東日本医科学生総合体育大会

患者さんのための音楽による医大祭

博上学位記授与式

合唱部サマーコンサート

音楽の夕べ

クラブ今昔(女 子バレーボール部)

クラブ今昔(華 道部)

更衣室 ・シャワー室を物置にしないで

教員の異動

窓外
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去 る3月25日(木)に イ・学 を 塔 業 し た1〔〕8名の 進 路(ili絡)

卒業 生 の動 向(医 学科)

先は次 の とお りです。
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卒業生の動向 (看護学科)

去 る311"S日(イ 、)に に 本学 を 卒業Lた66名 の 進 路(連 絡)先 は 次 の と お りで す,、
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大 塩 町 保 健 セ ン タ ー

ヒ創更田丁f呆f建一ヒ ン タ ー・

勲 繕蒙
7月3日(Dに 匡位 霞 ヶ丘競技場 において

第73回 日本学 牛陸L競 技 対校選手権 大会(主 催

財幽卜rけ去人口本'三デゾL陸 ヒ鼻莞扱三」車合)力 彗了オ)オ1、男

灘 欝
了・3(K)(h>〉障害個 人戦において 本学医学 科第 ・1学

年 榊原 学 君が、第6位(8分53秒69)の

成績 を納 めま した.

㌦
'MII'M

、訣 謬 欄 鐙 驚羅
卿 、轡欝棚

8月7H・8Hに 左津 市 近江 神宮勧学食官にお

いて第11回 全 「体 か るた選手権-;(ギ 催社 団

法 人/r日 本か るた 協会)が 行われ、昨 年度本大

会1固人戦を優勝 した 本学医学科笛2学 年川1,Y

地(;が 、 今年度第48期 クイー ン位挑戦 者0)吉 峰

翼 さん と決勝 を戦 い、惜 し くも2連 覇 はな らな

Il灘
か った ものの準優勝 に輝 きました。 また、8月

28日(十)に 江 戸川 スボー ツセ ン ターで 行われ

た、第67回 全国かるた競技学 生選 」免権(主 催 同

ト)に お いてこち らも3月 の笥66回 大会に続 く

2連 覇 を目指 しま したが、お し くも4位 に 入賞

しました。

※お 二人の健闘 を讃え ると共 に、皆 さんにお知 らせ します、(学 生課)
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医大祭を終えて

医大祭実行委員長 医学科4年

松 崎 伸 幸

皆 さん こん にちは。医 大祭 実行委 員長の松 崎で

す。医大祭か ら3ヶ 月近 く経 った今、 この原稿を書

いています。思えば今年の学祭は僕が1委 員長やる

ぜ一!」 という内容の学年 メー リング リストを送 る

事か ら始 まったよ うな気が します。(去 年の10月 だ

ったと思 う)現 在の医学科4年 は束医体主幹の中心

学年 ということで、東医体の実行委員をしている人

が30人 位いました。それ以外の人も60人 位 いるわけ

ですが、なかなか実行委 員長をやる人はいなかった

のです。 「このままでは来年の学祭はナシか?」 とい

う空気が漂 っていた と思 います。そんな中、酒の勢

いもあって 自分は委 員長になって しまいました。 自

分は頼 りない人間なので、沢山の有能な人達を各チ
ーフに就けました。みんな非常 に良 く働いて くれ、

とても感謝しています。毎年ある学 祭をこんなにも

陰で支えている人達がいるんだ、 と驚 きました。僕

は 各係 りの仕 事内容を全て知っているわけではあ り

ませんが、頭の下が る思 いです。

今年の学祭は成功したの?と 聞かれる事がよ く

あ ります。何をもって成功 した、成功 しないを決め

るので しょうか。広告費が沢山集 まった、ライブの

チケッ トが1000枚 売れた、 当日トラブルもな くスケ

ジュール通 りに進んでい った、模擬店でビールが沢

ll1売れた、恋の予感が した……みんな思い思いの事

で しょう。僕は成功したと思います。僕が実行委員

長をや って ・番良かったな、と思 う事は、みんなで

色 々考えて学祭を作 り ヒげてい く過程です。は っき

り言って面倒な事や体力を使 うことが沢山ありまし

た。 あ～損な事 をしたな～と後悔することが多かっ

たです。 しか し学祭を終えた今ではそうい うこと全

部が眩 しい思い出にな っています。

最後にな りましたが、今年度の医大祭を開催す る

にあた り、我 々の試みを全面的に支援 して ドさった

大学関係者の方々、広告 ・協賛とい う形で御協力頂

いた方々、そ して御来場頂いた全ての皆様に心よ り

御礼申し上げます。

[
東医体夏季競技を終えて

第47回東医体運営委員長

民 谷 健 太郎

受話器の向こうは凄ま じい強風だ った。ぶ おおお

おおオォォヲお おおお～～。話し声も良く聞こえな

い。江 ノ島は台風直撃のようである。 ヨット競技の

実行委員長は深刻に状況と今後の対応 を報告 してい

る。 夏季競技 の先陣 を切るヨット競技は台風のため

開催が危ぶまれたのだ。 せっか く今まで この 日のた

めに精一杯頑張 って きたのに、酷な11:打ちである。

屋外競技の最大た る宿敵は犬候である。サ ッカー

競技や野球競技をはじめとするrお そ との競技』は、

おてんとうサマサマなのである。 ヨット競技か らの

憂欝な知 らせ に私は何 もできなかった。 これはH本

古来よ り伝わる 『てるてる坊ギ』 しかないと思 った。

Tで も、私 には

!1驚　も
「ここで晴れ

騨

、
川1」

贈

濁

て くれるとオ

イシ イ」 と思

う場面で都合

よ くイイ天気

にして くれる

精霊が愚依 し

ているので心配は要 らなか った。案の定、 ヨット競

技だけではな く他の屋外競技 も良い天気に恵まれ大

きな事故 も無 く夏季競技を無事終えることができた。

私事だが、バ スケ ットボール競技の会場に足を踏

み入れた とき、その異様な熱気 というか選手た ちの

緊張した空気 というか、 言葉では表せないよ うな雰

囲気を一身に浴びた。 どこの選手も気合十分で、白

熱 した試合、勝利の歓喜、敗北の雪辱、 どのシーン

をとって も心 を打たれず にはいられなかった。身を

以 って素晴 らしい大会だな ということを実感した。

その一瞬、この大会を運営 して いる人たちは偉 いな

と他人事のように感心 した。(笑)

最近 「東医体おつかれ～」 と色 々な人か ら声をか

けて もらえるが、残念なが らまだまだ中間地点 を折

り返 しただけに過ぎないのだ。10月 には小委員会、

11月 には評議会 ・理事会を控えてお り、夏季競技の

後処理や決算、第48回 大会への引き継ぎな ど、 大き

な仕事がた くさん残 っていることを思 うと国に帰 り

た くなる。

来年3月 に行われ るスキー競技最終[の 閉会式を

も って私た ち第47同 東医体運営委 員の任期 が終わ

る。最後 まで気を抜かず にこれ まで同様精進 しよう

と思 う。

最後 にこの場 を借 りて、今 までお世 話にな った

方 々へ重ね重ね感謝の気持 ちを申し上げ、乱筆なが

ら夏季競技の報告とさせていただきます。

一4一
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学生等のセ クシ ュアル ・

ハ ラス メン ト相談員

●学 生 等 の セ ク シ コ ア ル ・ハ ラ ス メ ン トの 相 談 員

は 次 の ノ∫々 で す,,

●任 期 は 平成17年3月31Hま で と なJて い ま す 、

☆ 般 教育

☆基礎医学

☆臨床医学

☆看護学科

教 授

教 授

助教授

教 授

教 授

講 師

☆保健管理センター

助教授

保健師

林 要 喜知

高井H.

伊藤 浩

松 浦 和代

月艮音1≦ユ カ リ

升田由 竣子

川 不・片右 ・劇`

藤 尾 遼 登 μ1:

(学生課)

オレオレ詐欺や

架空請求にご注意
標 記のことについてはTVや 新聞で特 集 され る

など最 近話'!fia一とな り、本学学 生課に も数件学牛 本

人や連帯保証 人等(父 母)か ら問い 合わせが きて

います。 くれ ぐれ も、学 生証や保険証等個 人情報

に関す るもの については保管 を厳 市にす るなど、

プラTバ シー の管理 には今 ・段 の配慮を して くだ

さい、,

なお、 不審電話 や身の覚 えない メール等があ ・っ

た場 合には軽 率に行動 してはいけ ません。,7.rf一課

に確認 することや学 生本 人と連帯 保証 人間で きち

んと'J;:情を確認す るなど くれ ぐれ も慎itに 行動 し

て くだ さい、,「ま さか 白分には関係ないだ ろう」と

い う油断が ・番の た敵 です ので、 これ は 「誰にで

も今起 こ りうる危険」 とまず 認識 して くだ さい,,

また、 目頃 から親r問 な どで連絡 を頻繁に取 り

あ う、怪 しい ネットサ イトにはア クセ スしない、

見覚 えのな い メールには返 信 しないなど、犯罪者

に隙 を 与えな いことが最 も 重要です。 何かあ った

ら 汰 で悩む のでは な く、学 生課 もしくは最寄 り

の消費生活セ ン タ・一に気軽 に相 談 して くだ さい、,

(学生課)

授業料未納による
除籍について

1かぐ らお か1第116号 に も掲 載 しま したが、授

業料 を2期 滞納 し所定 の期 口までに納 人されな い

場 合には、除 籍す ることとな ります。

こ の 取 扱 い は 、 平 成17年 度 か ら 適 川 さ れ ま す の

で 、 平 成17年4月1日 に お い て 授 業料 を2期 以1.

滞 納 し て い る 場 合 、'1え成17年9N:30口 を も 一一)てll余

k"}と な り ま す 。

以 後 授 業 料 納 期 で あ る6か 月 ご と に 適 川 さ れ ま

す の で 、 授 業 料 の>C払 計 画 を き ち ん と ー./.てる よ う

ご 留f'Y.く だ さ い。(学 生 課)

課外活動用の洗濯機及び
乾燥機が設置 されました

男1勺 女1孔両 シヤワー室

に課 外活 動用の洗濯機及び

乾燥機が設 置 され ました。

電 気の容 量に注意す るな

ど、 各 ク ラブ で ゆず りあ

い、 ゴ寧 に使用 しましょう。

また、 水回 りに電気です

ので 、あ くまで コー ド等の

取 り扱 いに留意 し感電等の
11故 に柱意 し ましょう

、,

(学生課)

防災訓練を実施 しました

9月6日(月)に 旭川 市消防 本部の協 ηを得て、

防 災訓練 を実 施 しました、,

この訓練 は、本fiH月 に改訂 され た災害 対策マ

ニ ュアルに基づ き、11:59分 旭川 市南部を霞源 と

す る震度4の 地震 が 猪牛 し、 その後学 内で火災が

発生したとい う想定でIJ二われ ま した、,

地農 発生直後、入院患 者(模 擬)、 学 生及び職 員

がそれぞれ指 定避難場所 に避 難す る とともに、学
顔■ 」一

5
一



L 学 内 ニ ュ ー ス 」

長を本部長 とす る災害 対策本 部が速やか に設 置さ

れ 、その後本部長の指 示の もと災害 対策 本部 にお

かれ た 各班 は、安否確認、 施設の被害状況な どの

情 報収集を行 いました。 また、病 院玄関ホー ルの

避難 場所(救 護所)で は、 初期緊急 治療や トリア

ージ(患 者の緊急度 ・重傷 度によ り治療優 先度 を

決 める こと)が 行われ ました。 更に 今年度か らは

避難 住民の受 人要請 に対応す べ くボ ランテ でアセ

ン ターを設固 し受 入の 対応が行われ ました 、

引き続 き、旭川 市消防 本部 の担 当 者か ら消火器

の操 作 方法及び防災 に関す る某 本知識につ いての

説明並びに 今回の訓練 についての講評があ りまし

た、,訓練には、f.ft.、職 員合わせ て約300名 が参加

し、参加 者は、 この訓練 で避 難場 所や連絡体制 及

び避難にあた って0)注 意事項 の確 認をお こない、

防災意識の高揚のため非常 に有意義 な訓 練 とな り

ま した。(学 牛課)

学生体育大会開催される

9月lIf(水)に 学 生 一.11'.の学 年 対 校 体11/¥1

が 実 施 され ま し た 、,

競 技 は パ レ ・一ボ ・一ル 、 バ スケ ッ ト ボ ー ル 、 ソ フ

トボ ー一ル 、 サ ッ カ ー一の4種IL。 当 口は 台 風 の 接i近

もr想 され 屋 外 種 日 の 開 催 が 危 ぶ ま れ ま した が 、

な ん と か 天候 に 恵 ま れ 、 ク ラ ス ・丸 と な 一って 口 標

を 日 指 し頑 張 る 様 臼 ま、 溌 刺 と し た フ レ ー と 笑 顔

に あ ふ れ 大 変 有 意 義 な 一時 と な り ま し た 。 口頃 の

勉iの 疲 れ を 吹 き 飛 ば し 、 気 分 新 の1口 に な っ

た の で は な い で し ょ う か 、,(学 牛 課)

"… ・ 詣 等 く

州鱒 し 醜 鍵 惹 誘 サッカー

珊 糠 ・ ・ 叩 畑'声 門 臆
闇認 麟!」 鵡

一 ・で上檀

が ロ しぴ

留.繍 ド 繍F-一 一

・・ 呼
齢.丁.

紹堵聯糊'騨

覇
鷺
薪
壕
墾

慧
鰹
晶監
ノ

・鋤
・

・罫

㍗

旧㍗

岬

し

噸晒
L

厨

▲ ソ フ トボ ール

節電に御協力を
お願いします

現 在、 大学で使われて いる電 力等 のエ ネルギ ー

は膨 たです。学 内 の竜 気 機 器の 利 用に'11た って

は、 特性 に応 じた 合理的な使川 を心掛け るととも

に、 不要不 急時は こまめに電源を 切るな ど、省 η

化 ・効率化を図 るよ うお願 いします、,

講義室 、実習室、セ ミナー室等、tr川 の部屋

を最後に利用 した 人は、必ず照明を落 としてか

ら退室す るよ う心がけ ましょう。

空 調機 のある部屋の室温につ いては、28℃ を

目途 に空 調用電 わの節減に努め ましょ う、,

休憩時 間巾の照明は極力消す等、 不要時の こ

まめな消灯 に心 掛け ましょう。

また、 パ ソコ ンや コ ヒー機 な ど の(一)A機 器

は、 不要時 には極 〃ス イッチを 切るよ うに しま

しょ う,,

電気 製品のL電 源が 人 りっばな しにな って い

ませんか?待 機時 の消費電 力1よ小 さくあ りま

せん。 リモ コンで ス イッチを切1て も篭 ηを消

費す る機器はた くさん あ のます.長 時間仙 川 し

な いときは、で きるだ け1:電 源を切るよ うに し

ましょ う、,

(学生課)

夜道 の一人歩 きは危険!!

近頃緑が 丘 ・神楽 岡 ・1咀神(特 に旭 神2・;3条

付近)で 、 夜女性 の 汰 歩 きを襲 うイ・審t;が 口撃

され てい ます,,女 了学 生はむ ろんのこと男1△学 生

も夜道 の一 人歩 きは極 わ避 けるよ う心が けて くだ

さい。や む を得ず その よ うな状 況 にな った と き

は、 周囲にいつ も以上 に気 を配 り、帰宅経路 も点

検 しなが ら用心 して帰宅 して くだ さい。 また、 日

頃 か ら防犯 ゲッズを携帯す るな ど細かな注意 もilli

倒 に思 わず 、 口 々怠 っては いけ ません、,

な お、怪 しい 人物をU撃 した、危険な 目にあ・っ

た場 合は隠 す ことな く学 生課並び に警察 に報告し

て くだ さい。 あなたの注意が事件 を未然 に、 そ し

て 白身の災難 も防ぎ ます、,

「毎Hの 用心 と小 さな 勇気があなたの身体 と心を

守 ります1

("}ζ!生課)

-,
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第51回 北海道地区大学体育大会
第51回(平 成16年 度)北 海道地 区大学体育大会は、

室 蘭工業大学が 当番校 とな り7月1H(木)～12口(月)

の 日程で、道 内各国公立私立32大 学37単 位 大学 か ら約

3,700名 の学生が参加 し、室蘭工業 大学 を主会場 として

札幌国際大学、北星学園 人学、北海道医療 大学 、酪農

学園大学の協力 と)1に 、室蘭市、登別市、伊達 市、札

幌市、江別市、当別町の22会 場で行われ ました。

本学か らは16種 目に約180名 が参加 しま した。

バレーボール(男 子)が 優勝を飾 り、総 合成績は男子

が5位 、女fが18位 で した。

また、陸 上競技個 人で

200m(男 子)で 医学科1年 光 武 遼君が第6位

1500m(男 子)で 医学科3年 柳町剛 司君が第5位

走幅跳(男 子)で 医学科1年 本谷康 二君が優勝

100m・200m(女 子)で

看護学科1年 井上朋 美さんが 各第3位

800m(女 子)で 医学科4年 野崎綾rさ んが第4位 に

の成績 を収め ました。

一=

第51回(平成16年度)北海道地区大学体育大会成績表

優 勝 準 優 勝 旭川医人
丁

総 合
男子 道都大

一

北大 ・酪農学園 5位

女t 旭教大 北大 18位

陸 上 競 技 酪農学園 札教大 9位

硬 式 野 球 道東海旭 道都大 一

準硬 式野球 札医大 北大
ソ フ トテニ ス

一

(室工 大) (北星学園)
一

パ ス ケ ッ ト

ボ ー ル

男子 岩教大 酪農学園 ベ ス ト16

女子 旭教大 札教大 ベ ス ト16

バ レーボ ー ル
男t 旭医大 函館未来 優勝
女子 旭教大 武蔵女短

サ ッ カ ー 道都大 岩教大
一一

バ ド ミン トン
男r 苫駒澤大 北大
女子 旭教大 武蔵女短

『

柔 道 道都大 酪農学園 一

剣 道
男子 北大 函館大

女子 苫駒澤大 北人

弓 道
一

男子 酪農学園 室工大

女r 札医大 北大
ハ ン ドボ ール 道都大 北星学園

}
姦

第47回 東 日本 医科学生総合体育大会 剛,

第47回 東日本医科学生総合体育大会(夏 季大会)は 、 第47回 東 日本 医科 学生総合体 育大会 成績表

7月28日(水)～8月12日(木)の 日程で本学を中心 本学参加分

に、札幌医科大学、北海道大学医学部、弘前大学医学

部の計4校 が主管校 となって開催されました。

本学からは29種 目に約300名 が参加 しました。

今大会は バ レーボ ール(男 ∫)

ゴ ル フ(女 子)

ソフ トテニ ス(男 子)

バ レーボ ール(女 子)

優 勝

優 勝

準優勝

準優勝
の活躍で、総合3位 とな りました。

また陸上競技個人では、

200m(男 子)に 医学科1年 の光武 遼君が第6位

1500m(男 子)に 医学科4年 の榊原 学君が優勝

3㎜m障 害(男 子)に 同じく榊原君が優勝

5000m(男 子)に 同じく榊原君が第4位

走幅跳(男 子)に 医学科1年 本谷康二君が第3位

4×100mリ レー(男f)で 第8位

3000m(女 子)に 医学科4年 の野u綾 子さんが第7位

の成績を収めました。

ゴルフ(女 子)

団体戦は3連 覇という輝かしい成績を収めました。

個人戦においても

医学科5年 松尾彩さんが本大会5連 覇

医学科5年 荒明由利子さんが第3位

医学科5年 小杉瑞葉さんが第5位

それぞれ極めて優秀な成績を収めました。

種 目 順位 優勝 準優勝 旭川医大

総 合
男女部門 筑波大 東京女子医大 3位
女 ヂ部門 東京女子医大 筑波人 4位

陸 卜 競 技 一男
慶応大 新潟大 6位

女 東京女子医大 福島大
準 硬 式 野 球 自治医大 山梨大 5位

テ ニ ス
男 横浜市立大 順天堂人
女 東京女r医大 弘前大

ソ フ トテ ニ ス
男 自治医大 旭川医大

一

準優勝-

岩手医大 北大

卓 球

女
男 筑波大 群馬 大
女 信州大 群馬大

バ レ ー ボ ー ル 男 旭川医大 自治医大 優勝
女

一
新潟人 旭川医大 準優勝

バ ド ミ ン ト ン
男 山梨大 東大 4位

女 筑波大 東京女子医大
サ ッ カ ー 筑波大 H大

バ スケッ トボー ル
男 北人 聖マ リアンナ 5位
女 東京女了医大 北里大

剣 道 弘前大
福島大

札幌医人
東京医大 3位
旭川医大

弓 道 東邦人 札幌医大 3位

水 泳 男 千葉大 順天堂大
女 東京女子医人 千葉大

ゴ ル フ 男 東邦大 北大
女 旭川医大 東京女子医大 優勝

ハ ン ド ボ ー ル 岩手医大 自治医大 8位
ラ グ ビ ー 弘前大 慈恵会医大

空 手
男

組手 札幌医大 東京医大
型 弘前大 新潟大

女
組手 防衛医大 筑波大
型 山形大 独協医大

　

～
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患者 さんのための
音楽による医大祭

本学室内 合奏団 によるロ ビー コンサー トが6月

12日(土)15時 か ら附属病 院fl:面玄関 ロビーにて

開催 され、間 近にいなが ら医大祭 を 見に来 られ な

い人1院患者 さん達 のために、弦楽 コンサ ー トが贈

られ ま した。

様 々な ジャンルの曲 を日頃の練習 の成果が垣間

見られ る、 さわやかな演 奏に、ほぼ満 席とな 一った

博士学位記授与式

会場の 多くの

聴衆か ら惜 し

みな い拍rが

送 ら れ ま し

た、,(学生課)

贋

融

畠

・

も
」ヤ

"迎 悔

鳩
臼

'i勺,1こ1〔詳「1隻1専1ゴ1珂㍍,亨己キ受㌧・エLカ`、6月3011(水)

午 前10時 か ら 第2会 議 室 に お い て 行 わ れ 、 次 のll

名 が 医 学 博Lの 学 位 を 授 り・さ れ ま し た 、,

(学 牛 課)

β果不Illl専i:(4名)

占 川 将 亜 、lll川 理 た、 佐 藤 克 彦 、

横 濱 洋 也

ど命 文i導L(7名)

小III聡

横lllr拒 巾 追

大 西 浩 平

糸占幻茂 ウ…一一

羽 賀 將 衛

小 野 沢 司

f/1三賀 ネ右 司

孔 、

合 唱部 サ マ ー コンサ ー ト

本学 合唱部 によるサマー コンサ ー トが7月14日

(水)午 後7時30分 よ り附1萬病院 正而 玄関 ロビー

にて開催 され ました。

き りっとした姿勢 か らあふれだ す、澄 み 切一った

歌声 と豊かな ハー モニーに聞き 入ったほぼ 満席の

音楽の夕べ

8月28日(ll)午 後2時 か ら本学ブ ラスア ンサ

ンブ ル、 合唱1%.hnギ ター部、室内 合奏団によ る合

同演 奏会が 本学 附属病 院II:而玄関 ロビーで開催 さ

れ ま した、,

ブ ラ スアンサンプルは わ強 く軽妙 に、ギ ター 部

は小 し大 人の雰開気でll唱 部は 人の 声の暖か さと

柔らか さを、そ して室内管弦楽は[整厚 にまた カジ

ュアルに、四 者四様、様 々な持 ち味 を生か しなが

ら各単独の発 表会では得 られな い而 白 さを、こ ら

れ ていたほぼ 満席の患 者 さん は感 じてお られ たよ

うです。 また、演奏 〔
itI

す る学生 も観衆 を飽

きさせな いよ う聴 き

疲オ1させな いよ う ト

分配慮 していたよ う

で、聴 いてお られた

方 々には いい気分転

換 と心 の癒 しにな っ

た ので はないで しょ

うか、,(学 生課)

例

}
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り う つ 今 茜

や っぱ りバレーボールが好き

女子バレーボール部 遠 藤 寿 子

旭川医科大学女予バ レーボー ル部 は 言 で 言

えば 、"バ レーボー ル好 きの集ま の"で ある、,初

心者 か ら上級 者 まで様 々な 人が 集 ま って いる

が、「バレー ボー ルが好 き」とい う気持 ちは全 員

に 共通するはずである。

そ うでなければ 、は っき りiiっ て しま うと部

活動など続 けてい られな いだ ろう、 夏季は週3

回、冬季は週2回 、試 含前な ど週4回 も練 習が

あ るのであ る。上 口も練習が あ り、週 に'卜分 も

の 自lilに使 え る時 間 が 部括動 に費や さ才1るの

だ。勉強にバ イトに習 い事 にと、 人学 生活 中に

や らねばな らな いこと、や りた いことは他 に も

いJぱ いあ る.途 中で 「部活な どや めて しまい

た い」 と思 うこともあ るだ ろ う,,し か し、そん

な ときにはそれ を引 きILめ て くれる仲間がいる、,

部活動の魅 力とはなんで あろ うか。 どんな部

活動 にも共通 して 言え るが、 やは り最大の魅力

は、 人との出 会いではな いだ ろ うか。 部jar,動を

や ることで1司学 年は もちろん、ILL、 後輩、顧

問の 先生、(一)CT,(.)Bの方 々、そ して 大会な どに

参加す ることで他 大学 の 人と まで、実に様 々な

人々と交流 を持 つ ことがで き、 同じ喜び や悔 し

さを分か ち合える仲間がで きる、,

今年度の 旭川医大女子バ レーポ ール部の大会

成績は、 これ までにないぐ らい素晴 らしい もの

であ る,春 季 た会では北海道大学 リーゲ4部 昇

格を決め、初 出場 の北 日本医科学 生バレーボー

ル大会では優勝、 そ して、東 日本医科学 生総 合

体育 大会で は準優 勝 という結 果を残す ことがで

きた、,技術が ある者が揃 ったか らとい うの も確

かで あるが、 それ だけではな い、,特に 東医体 に

関 しては、 決 して個 々の能 力が高 か ったわけで

はな いと思 う。継 続が ノ」とな り、 チーム ワー ク

がそ の ノJを何倍 もの パワー に変 えた。 そんな瞬

間 を体感 で きるか ら こそ、 「バ レー ボー ルを続

けて よか った」 と思 い、 よ り ・層バ レーボー ル

を好 きにな るのであ る。 これ か らも、顧問で あ

る物理学講 座1,燃1

教授 の谷本光:珊 繍

穂教授を始A?),

バレーボー ル

部をxえ て下

さ っ て い る

方 々に感謝 し

つつ、練習 に

励み たい。

りr5つ 今 茜

旭川医人華道部

華道部 川井え りか

ひ とた ば の旬 の 花や枝 とに らめ っこ しなが

ら、 各々納得の い くよ うに器に1(%べ、その上 に

小 さな空間 をつ くり出す それ が旭川医 大華

道 部の活動模様 です、,

我が部 は、 化,.,,'r講座 の中村 止雄教授に顧問 を

していただ き、池坊華道 の金井孝r先 生にご指

導 をお願 い して週 に1度 お稽古 を受 けて い ま

す、,今は15名 ほ どの部 員が所 属 してい ます、,

実 は まだ 設 立か ら10年 を数 え な い若 い 部で

す0あ る先輩が 革道 に興味を もち、 金井 先生に

相 談 して、 立ちLげ た とい うことです。以 前の

部 員は皆すで に卒業 し、新 人生 と人れ替わ って

I
A"㌔

+Y L
碕

"L
薄
藁

甑

、

,〃

1/

いますが 、現在にいた るまでず っと金井 先生が

ボ ランテ でアで来て くだ さって、花を生け る楽

しみ を教えていただ いて います。

つい殺 伐と しが ちな医学 部生活ですが、華道

部の活 動中は、 いつ もと違 うゆ った りした時間

が流れ ます。 季節の 花を眺 め、どんな雰 囲気 に

しよ うか思 案 し、 生けて い きます。花の いい香

りが ただ よい、楽 しい時間 です,し か し、枝が

四方 八方 に飛び出 した り、 あるいは 花が 重な り

あ ってぎ ゅうぎ ゅう詰 めにな って しまった り、

なかなか思 うよ うには まとま らな いもので、 自

分の 不器用 さにが っか りす る こともしば しば で

す,、そ こへ先生のひ と手が 人る と、作品が 見違

えるよ うにす っき りした空 間に 早変わ り。その

あざやか さには、思わず ため息 が出 るば か りで

す。 その、す とん と納 得が い った ときの気 分爽

快感 も、華道の楽 しみで し ょうか。

春の学祭では、部 員全 員が ・杯ずつ生けて、

来校 者の方に 見て も らう華道 展 も開催 して いま

す,毎 年た くさんの 人が訪れ て くだ さ り、好評

です、 ときど きこの よ うに外の 人に も花に触れ

る楽 しみを発信 しなが ら、 今後 も活動 を続 けて

い こうと思 って います。
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更 衣 室 ・シ ャ ワー 室 を

物 置 に しな い で

夏休 み 期 間 中 に 、 男 子 ・L,r子各 曳衣 室 及び シi'ワ
ー 室 の 尺掃 除 及 び 体 育館 側 の 靴 棚 を 整 理 し ま した 。

何fi分 の ゴ ミだ っ た の で し}う か 、 ゴ ミ袋 に し て

1α}袋以 上 の ゴ ミが 出 ま し た 、,現在 在 学 中 の 皆 さん

は これ ら の ゴ ミの た め に 各室 を ト分 に 使 用 で ぎ な か

った か も しれ ませ ん 、,

さて 、 争 度 はf{た ち の 番で す.先 輩 た ち の悪 い と

こ ろ よで まね しな い で。 み ん な の 史 衣室 ・シ ャワー

室 で す 、 きれ い に 管 理 して 気 持 ち よ く使 用 し ま し ょ

う、,ノァ後 と も 学 牛 課 は こ ま め に チ.「 ・ソク し ま す の

で 、 明 る く捕 潔 な 更 衣 室 ・シ ャ ワ ー-fig.にご 協 ノJを。

(学 生課)

〔 職 員 の 異 動

辞 職Hl6.6.3⊂)

法 医 学 講 座

ー

助教授 清水 恵子

採 用Hl6.8.7

薬 剤 部 助 教 授 皿ll苛 嘉

昇 任H16.8.16

第=外 科 講 師 松 出
イ

葱 脅

眼科学講座 教授

吉 田 晃 敏

5足 の草鮭(わ らじ)
一 「教 育 」、 「研 究 」、 「診 療 」、

「社 会 貢 献 」、 そ し て

「マ ネ ー ジ メ ン ト」 一

法 人化後 の我 々の 貞務に、 これ まで の 「教 育」、

「研究1、1診 療」、 「社会 貢献1の 四本 杭に 「マ ネ

ージ 犬ン ト1が 追 加 され た。では、 本当にこれ ら

5足 もの1∵1二判1を履け るのか?私 自身、過 去に履

いた 韓i,を 振返 ってみた。

まず 、「教 育」而では、授業のk役 は 教官 と学 生

であ る と 考えて い る,思 者 さん の低 下 した 視 η

が、 眼科の最 先端 兵術で回復 してい く過程が いか

に感動 的で、我 々眼科医の元気 の源 とな っている

かを視覚、聴覚 に訴え る双方向 で展 開す る授 業を

す るよ う心が けてい る、,その結 果、前号 の 「かぐ

らおか1に 掲 載 されたよ うに、学 生の授業 評価で

去年、 今年の2年 連続 で2位 を頂 いた。

また、「診療」の 草鮭 を履 いて、眼科 外科医と し

て重症の網膜剥離 、糖尿病網膜症 のf術 に一心 不

乱に、25年 間打 ち込 んで 来た.こ の間、 ハーバー

ド尺学へ留学 した り、他 省庁の資 金による関係研

究機関等 との 期 ・J研究 で、1研究1の1∵1:群も履 いて

きた、,さらに、旭川医科 大学の 高度 先進 眼科 医療

を地域へdG.及 させたい とv.5え、1993年8月 に遠 隔

医 療 を 始 め た が 、 こ れ は1診 療 」 で も あ り、 「社 会

貞献1で も あ り、ま た 若 い 眼 科 医 に 対 す る 卒 後 「教

育1で も あ る 。 一 方 、 そ の 副 産 物 と し て 、 ユ ニ ー

ク な 「社 会 貢 献1、 北 海 道 メデ ゴカ ル ミ ュ ー ジ ア ム

(イ ン タ ーfッ ト網 利 用 σ)医 学 博 物 館)も 生 れ た 、,

さ ら に 、G7('i時 は8で は な く7)ゴ ロ ジr_ク

ト の 指 定 を 受 け 、 初 め て 国 際 遠 隔 医 療 を ノ¥一一バ ・一

ド 大 学 と 為 し 遂 げ 、 歴 史 的 「司際 貢 献 と 、{'iえ価 を 受 け

て 、 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 知 事 賞 を 頂 い た,

時 の 流 れ は 速 か っ た 。 あ っ と い う 間 に 過 ぎ た 遠

隔1矢 療 を 始y)て10年 目0)2003年811、 突 然 小 泉 内

閣 の 「e-Japan戦 略III(「2()05年 ま で に 日 本 を 情

報 立 国 に す る1と い う 国 策)に 協 わ し て 欲 し い と

内 閣 府 か ら 依 頼 を 受 け た 。 内 閣 府 プ断 ∫の 「時0)動

き 」(2003年9月irj)に 、 「世 界 に 先 が け 遠 隔 医 療 、

電rヲ7ノ レう二で!」玉Lこ上1～ぐr)糸且む 旭 ノlliク三人こ1力 玄!iヤ1珂4こ糸it

介 さ れ た 。 そ の 後 、20(M年3月23日 、 額 賀 福1.郎

自 民 党 政 調 会 長(e-Japan重 点 計1由1雪与命 委 員 会 長)

か ら 要 請 を 受 け 、 自 民 党 本 部 に 招 か れ 、 白 民 党 国

会 議 員 、政 策 秘 書 、Y'iiliの 幹 部 、総 勢45(1名 を 対

象 に 「遠 隔 医 療 の シ ス テ ム 整 備 芝援 医 療 び)情 報

化 を 進 め る た め1の 講 演 を 行 っ た.そ の 直 後 か

ら 、 各 省 庁 か ら 様 々な 問 い 合わ せ が 続 き 、 研 究 プ

ロ ジ ェ ケ トの 申 請 打 診 も 数 多 く受 け た 、,

さ て 、 今 年 か ら 本 学 も 国 立 大 学 法 人 と な り、5

足 目 の1∵嘩tで あ る 「マ ネ ー ジ 犬ン ト」 が よ り 強 く

求 め ら れ て い る 、,眼 科 の 教 授 と な っ てll月2年 、 法

入 化 の メ リ ッ ト を 活 か し て 眼 科 学 教 室 を い か に

「マ ネ ー ジ メン ト1す る か 、 日 々 新 し い 工 丸 と 努

力の 連 続 で あ る 。

『「2足 」 の 「1∵1:鮭を 履 く」』 と はfi定 的 な 響 き を

持 つ 言 葉 で あ る が 、 法 人 化 後 の ノァは 、5足 の111'1:軒

で も ま だ 足 りな い の が 現 状 だ.

窓 の 外 を 眺 め 、6足H、7足 日 のri:鮭 を 捜 す 情

熱 ・志 を 、 い つ ま で も 持 ち 続 け た い 、,
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